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主論文 

要支援高齢者の在宅継続支援の要因に関する研究 

－タッチパネル式認知機能評価法（TDAS）の有用性－ 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は在宅高齢者に対して、タッチパネル式認知機能評価法（TDAS）と要介護認定調

査2006（基本調査）を用いた評価を行った。また、同居家族に対して一部改訂したZarit

介護負担感尺度日本語版（J-ZBI）による調査を行った。調査については、同一対象者に2

年間の追跡調査を行い、その実態から高齢者の家庭でどのように困難が発生するかを分析

し、支援方法を検討したものである。その結果、在宅高齢者は認知機能が低下するとき生

活機能ADLの低下を伴い、また、要介護状態へ移行する危険因子として認知機能低下との関

連が示された。さらに、家族介護者のうち配偶者の介護負担感が検出され、配偶者に対す

る支援の重要性が示された。高齢者が在宅生活を継続するためには、認知症予防を目的と

した早期介入と配偶者の介護負担感に対する支援が求められる。本論文の内容は、高齢者

介護、福祉を含めた保健学の分野で在宅高齢者支援の方向性を示唆するものであり、明ら

かに学術水準を高めたと認められる。 

 


